
金
滞
古
蹟
志
巻
三

夫
々
に
御
砲
可
a
申
上
-
旨
被
白
仰
出
吋
同
二
自
民
御
家
中
下
侍
共
久
々

御
覧
不
v
被
v
成
と
而
、
御
砲
可
=
申
上
-
岡
田
被
=
仰
出
-
一
式
々
。
叉
云
ふ
。
那

古
屋
陣
よ
り
御
蹄
隙
候
て
、
明
る
正
月
廿
日
御
具
足
の
餅
御
腕
の

時
、
大
身
・
小
身
・
御
附
衆
何
茂
出
仕
候
時
、
御
鏡
餅
時
分
能
御
座
候

由
申
上
候
へ
ば
、
念
ぎ
出
し
候
へ
よ
し
御
意
に
て
、
先
づ
村
井
盟
後

を
座
敷
に
芭
さ
れ
.
ゐ
れ
が
相
伴
し
て
一
番
に
腕
候
へ
。
扱
は
篠
原

出
mm
・b
T
悶
牟
兵
衛
・
富
岡
大
炊
・
山
崎
彦
右
衛
門
・
北
村
三
左
衛
門
五

人
も
、
決
の
聞
に
て
祝
ひ
候
へ
よ
し
御
意
に
て
、
御
盃
盟
後
に
御
指

被
v
成
、
頂
蛾
仕
、
共
次
は
御
流
を
被
ν
下
候
。
皆
々
一
盟
後
を
羨
み
‘
さ
て

又
若
き
衆
は
五
人
を
う
ら
や
み
申
。
と
あ
り
。
三
霊
記
K
.
天
正
.
十

九
年
十
一
月
中
旬
利
家
卿
金
灘
下
向
。
明
る
正
月
年
頭
御
穂
摘
さ
せ

給
ふ
。
紙
子
の
着
服
と
余
ね

τの
鍋
怠
れ
ば
、
各
色
々
の
物
宇
き
の

紙
子
に
て
罷
出
云
々
。
御
磁
に
不
v
出
者
一
一
間
人
在
v
之
、
塾
居
被
司
仰

付
吋
と
見
b
、
隙
普
鍛
に
、
右
正
月
御
磁
の
時
御
留
守
居
番
乗
・
御
代

官
衆
た
ど
の
内
に
、
廿
人
許
御
砲
に
不
自
罷
出
二
仰
吟
味
之
慮
、
煩
故

出
仕
不
v
仕
由
、
共
健
御
菟
被
v
成
、
武
部
越
後
共
の
外
一
雨
入
御
扶

持
を
被
v
放
。
共
外
十
一
人
。
大
納
言
様
御
意
に
、
久
々
に
て
師
陣
し

た
る
に
、
定
員
銭
武
百
文
号
、
年
甫
の
出
仕
不
v
致
事
@
り

御
前
に

τ
切
腹
仕
る
よ
り
外
有
a
御
座
-
間
数
候
。
扱
も
/
¥
曲
も
無
昌

御
座
-
儀
と
涙
を
流
し
申
け
れ
ば
、
利
家
卿
、
せ
が
れ
共
め
が
わ
る
い

事
を
し
て
地
忍
せ
ら
れ
よ
と
て
、
御
笑
ひ
に
成
り
た
り
と
云
々
。
江

守
古
平
左
衛
門
共
践
に
居
た
り
と
、
後
語
り
け
る
と
可
入
滞
る
。
可

入
は
古
平
左
衛
門
震
め
に
は
孫
危
り
。
と
、
い
へ
り
。
右
の
僻
話
は

可
観
小
訟
に
も
載
せ
た
り
。
按
占
y
る
に
、
長
国
嫡
裏
の
聞
は
燐
火
の

聞
と
も
御
料
理
の
間
と
も
呼
ぴ
た
り
し
と
閲
ゆ
。
拾
築
名
言
記
K
.

利
常
卿
御
料
理
の
問
へ
御
出
被
v
成
‘
焼
火
に
御
あ
た
り
被
v
錫
v
成、

鹿
嶋
検
校
御
前
に
罷
在
、
大
阪
陣
の
御
哨
に
た
る
云
々
。
叉
藤
岡
安

勝
の
筆
記
に
、
微
妙
公
折
々
、
御
料
理
人
中
村
長
右
衛
門
杯
御
次
の

間
た
る
聞
姐
裏
に
て
御
料
理
被
ι
仰
付
一
魚
は
頭
に
味
有
之
、
頭
を
煮

出
候
へ
ば
う
ま
み
有
之
よ
し
御
意
に
て
‘
頭
を
煮
た
て
、
共
中
へ
茶

を
入
れ
、
御
自
身
ま
た
ば
し
に
て
鍋
の
内
を
御
廻
し
被
ν
遊
‘
私
に
火

を
た
き
候
様
に
と
御
意
に
て
、
火
を
た
き
候
庭
、
共
火
ぼ
し
を
御
取

被
v
成
、
鍋
の
内
へ
御
入
れ
御
ま
は
し
被
v
遊
、
私
共
へ
吸
候
℃
見
可
v
申

皆
御
意
に
而
候
。
と
い
ふ
事
た
ど
見
b
た
り
。
叉
拾
築
名
言
記
に
、

江
戸
御
居
間
書
院
の
衣
の
閑
た
る
長
国
趨
裏
に
て
、
御
手
廻
御
小

姓
・
御
射
手
・
呉
風
友
ど
寄
り
合
ひ
て
、
正
月
の
御
具
足
飾
り
の
鏡
餅

金
滞
古
蹟
志
品
恒
三

四

と
で
は
曲
事
と
、
御
座
の
聞
に
彼
士
共
の
名
を
帯
付
被
ν
錫
v
世
候
。
何

も
先
非
を
悔
申
候
。
と
あ
り
。
=
一
州
志
線
灘
飴
考
に
は
、
文
勝
三
年

甲
午
春
E
月
、
公
初
め
て
卿
大
夫
・
緒
士
鐸
年
の
・
儀
を
行
ふ
。
中
総
以

下
の
士
は
紙
子
を
着
し
、
植
を
た
す
と
、
古
代
質
素
の
風
俗
思
ふ
ぺ

し
。
と
い
へ
り
。
叉
関
屋
政
春
の
古
兵
談
に
云
ふ
。
利
家
卿
常
の
御

夜
話
、
十
夜
の
内
大
方
丸
夜
は
武
者
御
物
語
り
、
一
夜
は
御
鷹
酬
明
也
。

御
相
手
は
村
井
又
兵
衛
・
篠
原
出
mm
・
寺
西
宗
奥
・
江
守
古
平
左
衛
門
、

共
外
は
縫
彼
、
共
時
々
に
罷
出
る
。
御
唱
を
承
り
、
叉
は
申
上
る
。

長
国
繍
裏
に
燐
火
を
被
仰
付
、
何
れ
も
火
に
あ
た
り
て
御
物
詩
り
を

承
り
居
る
。
其
内
寺
西
宗
奥
は
、
参
る
と
何
時
も
火
箸
を
取
り
、
決

を
せ
h

る
。
利
家
卿
御
脊
麗
数
寄
に
て
御
座
た
さ
る
a
h

ゆ
ゑ
、
決
を

見
事
に
平
均
さ
せ
て
置
給
へ
ば
‘
祭
典
来
れ
ば
、
火
箸
に

τ茨
を
せ

a
A

る
に
付

τ、
或
時
子
小
姓
中
に
仰
付
ら
れ
、
祭
典
来
ら
ぽ
毎
も
の

如
く
に
友
を
せ
L
る
ぺ
し
。
火
箸
を
焼
い
て
置
け
と
御
意
也
。
子
小

姓
中
共
通
に
仕
る
。
案
の
如
〈
宗
奥
参
り
、
火
箸
を
取
り
、
少
し
も

不
ν
構
毎
も
の
如
〈
友
を
せ
-h
り
、
暫
く
在
り
て
櫨
に
置
き
、
し
さ
り

て
手
を
つ
き
、
扱
も
曲
も
無
a
御
座
-
健
一
、
此
年
寄
が
心
中
を
御
た
め
し

歩
成
候
。
唯
今
御
前
に
セ
若
し
火
箸
を
拾
候
は
ぽ
.
面
白
を
失
ひ
、

を
切
り
わ
り
.
園
施
裏
に
立
並
ぺ
焼
い
て
、
既
に
食
ふ
べ
き
慮
へ
、

御
書
院
の
ま
い
ら
戸
を
明
け
、
利
常
卿
御
出
也
云
々
。
と
い
ふ
事
も

あ
り
て
‘
江
戸
の
御
舘
に
も
長
図
鑑
装
の
間
あ
り
と
。
右
は
金
滞
本

丸
殿
間
中
の
長
図
姐
裏
の
孜
設
に
記
載
す
。

。
本
丸
齢
制
殿
諮
醤

三
登
記
に
-E
ふ
。
慶
長
十
年
江
戸
よ
り
抑
君
の
御
輿
を
入
れ
参
ら
せ

ん
と
の
上
意
K
付
い
て
、
金
棒
御
本
丸
に
新
迭
の
屋
形
を
建
て
さ
せ

給
ひ
、
共
の
美
々
一
致
事
鐙
・
紙
の
及
ぷ
鹿
に
あ
ら
4
1
0

御
迎
の
犬
小
名

役
々
を
相
極
め
、
袋
東
を
改
め
‘
か
ち
ん
子
持
筋
の
上
下
を
着
し
た

る
人
々
雲
霞
の
如
く
、
御
迎
に
参
り
け
り
。
江
戸
御
褒
駕
は
七
月
朔

{鴎》

自
に
て
、
大
久
保
相
模
守
忠
近
、
背
山
常
陸
介
忠
成
御
供
に
て
、
上

通
り
金
津
の
上
野
迄
参
ら
る
L
。
金
滞
よ
り
前
回
劉
馬
守
・
奥
村
伊

諜
守
・
村
井
盟
後
守
・
紳
尾
問
書
.
そ
の
外
の
人
々
記
す
に
不
ν
及
。
御

前
様
御
家
老
と
し

τ奥
津
内
記
、
御
用
人
と
し
て
由
比
民
部
等
御
供

也
云
々
。
按
守
る
に
)
右
は
鹿
長
六
年
の
誤
也
。
家
息
日
記
・
烈
組
成

績
・
武
徳
大
成
紀
等
、
皆
六
年
と
す
。
叉
入
奥
を
七
月
と
す
る
も
非

『
肉
-

也
。
村
井
長
明
の
象
賢
紀
略
に
、
関
原
合
戦
敗
れ
.
大
府
公
御
上
り

候
ゆ
ゑ
、
肥
前
様
大
棒
へ
御
越
御
封
面
、
大
阪
に
て
中
納
言
様
ひ
め

五




